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短 報

2017～2021 年に収集した細胞培養用牛胎児血清の  

牛ウイルス性下痢ウイルス迷入状況調査
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要　　　　　約

牛胎児血清（FBS）において，牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）の迷入は大きな課題である．2017～2021年に
かけて収集した FBS 41検体について BVDVの迷入状況を調査した結果，ペスチウイルス特異的 RT-PCRの陽性検体
は 34検体（82.9％），BVDV特異的抗体の陽性検体数は，BVDV1及び BVDV2に対する中和試験でそれぞれ 17検体
（41.5％）と 1検体（2.4％）であった．RT-PCR陽性かつ市販の BVDV抗原 ELISAで高値を示した 10検体について
BVDV分離を試みたところ，感染性を持つウイルスは検出されなかった．BVDV遺伝子及び BVDV中和抗体陰性の
FBSは 5検体（12.2％）のみであった．したがって，FBSの利用においては BVDVに由来するリスクがあることに留
意する必要がある．─キーワード：牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV），牛胎児血清（FBS）．
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